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表紙写真：
上 段 左：無積雪期における釜淵森林理水試験地 2 号沢の観測小屋
上段中央：積雪期における釜淵森林理水試験地 2 号沢の観測小屋
上 段 右：全天空写真（左上から時計周り：釜淵森林理水試験地スギ林、釜淵森林理水試験地落葉広葉樹林、
　　　　　長坂試験地スギ林間伐区、長坂試験地スギ林無間伐区）
中 段：1970 年ころの冬季の釜淵森林理水試験地
下 段 左：長坂試験地において、大型雨雪量計を用いて樹冠通過降水量を測定している様子
下段中央：長坂試験地において、2007 年間伐時に開設された作業道
下 段 右：長坂試験地における 2007 年間伐直後の上の沢流域の様子


